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    A remarkable progress is now being made in the tuna long-line 

fishery in the Pacific, the Indian and the Atlantic Ocean, but very few 

studies have been reported on the fishing conditions of local seas. The 

training ship of the Nagasaki University Faculty of Fisheries "Nagasaki 

 Maru'' made fishing exercises, maritime investigation and fishing examination 

in the southern waters of  Surnatøra in August, 1964. A few data obtained 

from the experiments  will provide some information for the future studies 

on this area on which few reports have ever been published. Therefore we 

 report here some results from the collected data. 

    1. The border of the tide caused by the summer monsoon and the 
area where the tideway is unsettled lies rear a place about 94°E, 4°S. 

However, it is thought to undergo a considerable variation by the force of 

the monsoon tide. 

    2. The hooked-rate is high at 20-23°C, and remarkably low above 

23°C of the water temperature in the 100-m layer. 

    3. The hooked-rate is lower in the area on the tide-border where a 

steep vertical distribution of isotherms is observed, and higher in the 

area away from the tide-border where the isotherms are comparatively 

 parallel. 
    4. In the southern area of the border of the area where the tideway 

is unsettled and the tide caused by the monsoon, the yellowfin tuna and 

the albacore give higher hooked-rates at about  150 nautical miles and 

at  about 100 nautical miles from the tide-border, respectively.
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資　料　及　び　方　法

　1964年8月7日より12日まで，長崎大学水産学部練習船長崎丸は，スマトラ南方におい

て6点の海洋調査及び漁業試験を行なった．

　海洋観測は表面より500mまでの9層について温度，塩分等を測定し，また温度の変化
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Fig．1．　Locations　of　the　Fishing．

傾向を現場で知るためにB．Tを併用した．

　漁業試験では長崎丸が操業を行なった6点について各種別体長，体重測定を行なった．

尚使用延縄は4本付けIO3鉢で，1回目50鉢，2回目70鉢，3および4回目IOユ鉢，5およ

び6回目！03鉢であった．一門水深については，佐藤外1），島崎外2）のケミカルチューブ

の実験では80～ユ30mと言っており，また中込3・4●5）吉原6）によると鮪魚群の：遊泳層は

100～150mと言っているので，漁況を論ずるのにその水深付近を基準とした．

結　果　及　び　考　察

1．海況について

　漁場の300mまでの水温垂直分布を：Fig・2に，塩分垂直分布をFig・3に　また各観測

点のT－S分布をFig．4に示した．　Fig．5は漁場付近の海流図で，水路部刊行の海流図

をもとに図示した．

　Fig．2によるとstation　4および5付近に等温線の急勾配部が見られ，また，　Fig，3

とFig．4によると，　station　4および5付近に性質の異なった海流が接していることが

判然としている．：Fig・7によれば，潮境の南側近くで袖長の最高釣戸率を示している．

これは，三村外8）によると，7～9月に3。S～30：N（85。～95。E）の海域で，やや袖長の

三野i率が高まっているのが見られる．これは赤道反流から流向不定の海域へと海況の変化

に伴なって．南赤道流中の袖長の一部が北上し，流向不定海域の北部に集積されたもので

あろうと言っている．従って前記潮境は流向不定海域と季節風海流どの接触によって生じ

た潮境と考察される．また海流図によっても前記潮境は南赤道流と流向不定海域または反
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Fig．　3．　Vertical　Distribution　of

　　　　Salinity　（％o）・

赤道流の潮境は終年10。S付近に存在する

ので，その北側の潮境即ち流質不定海域と

季節風海流との潮境と考察される．流向不

定海域とは三村外8）は赤道反主流海域が，

4～6月に極あて微弱化して，7～9，月に

は全く消滅して流向不定海域となると言っ

ている．

2．漁況について

　操業結果による鮪類，梶木類及び総漁獲

の釣獲率をFig・6に示し，袖長と黄肌及

び目鉢の釣獲率をFig・フに示す．

　鮪類の釣獲率は水温では100m層の20Q～

230Cが高く23QC以上で激減する．流向不

定海域と季節風海流との潮界は釣獲率低く

潮境の南側lOOI里以遠の温度の垂直分布の

等温線が比較的平行な海域において好漁場

を示した．　これは中村9）の一般にマグロ

延縄漁場が潮境と密接な関係をもって形成

されることは明確に認められるが，
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Fig．　4．　Temperature－Salinity　Diagrams

　　　　at　Various　Stations．

　　　　　　　　　　　　　　　　これら鮪類の場合には最高釣獲率を示す海域，即ち分

布密度の最も大きい海域は潮境に接着せず，程度の差はあっても潮境からかなり隔たって

位置している，と一致する．



要 約

1.ス マ トラ海 域 夏 期 の 季 節 風 流 と流 向 不 定 海 域 と の 潮境 の一 部 は94。E,4。S付 近 に 存 在



する.但 し季節風流の勢力によりかなりの変動があるものと思われる.

2.100m層 の水温で20。～23。Cにおいて釣獲率は高 く,23。C以上 では激減する.

3.潮 境で等温線の垂直分布が急激な海域では釣獲率は低 く,潮 境より離れた比較的平行

な海域が釣獲率が高い.

4.流 向不定海域と季節風海流との潮境 の南側海域の潮境付近では,潮 境 より150浬 付近

で黄肌の釣獲率高 く,100浬 付近で袖長の釣獲率は高い。


